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これまで２期８年間の主な取り組み

■ 議員定数を40議席から36議席へ削減。
　  ・議員定数条例の改正案を議員提案し成立に導く。（１期目）

■ 議会基本条例・議員政治倫理条例の成立。
　  ・自ら条例素案を作り委員会へ提案し成立に導く。（２期目）

数がものをいう多数決の世界で、一人偽善ぶっても何も変わりません。
多数の中へ飛び込み、議論し、説得し汗をかき、地道な積み上げでしか
真面目な変革は望めません。それらを心得、議会本来の役割に即した議
員を目指します。

国の政府と違い通貨発行権のない市役所は倒産する可能性があります。
行政の監視は議員の大きな責務であり、人口減少社会において選択と
集中は避けられません。その仕分け人こそ議員であると心得、予算・決
算を鋭くチェックする議員を目指します。

少子高齢社会とは日本が初めて直面する人口減少社会です。　元気な
お年寄りに社会での活躍の場と、子どもを産む親には何人産んでも安心
して働け、しっかり教育を受けさせられる環境が必要です。私自身、子育
て世代として、問題の本質を追求する議員を目指します。

◎ポストへ投函でも、直接手渡しでも、ＦＡＸでも結構です。

▼友人をご紹介下さい。（年賀状などを参考にご紹介いただけたら幸いです。）

中村竜彦後援会規約〈抜粋〉
１名称／
２目的／

３組織／

４事業／

この会は「中村竜彦後援会」と称する。
この会は中村竜彦の政治活動を支援し、地域社会の
発展を図ることを目的とする。
この会は本会の趣旨に賛同するものを以て組織し、
会長、会長代行、会計、事務局を置き、必要に応じて
その他の役員を置くことができる。
この会の目的を達するため、必要な事業を行う。

これまでの市議会での主な質問・質疑内容
■ のんほいパークにおける自主財源の掘り起こしについて
■ 放課後児童クラブと保育園の延長保育ギャップについて
■ 東三河広域連合設立に向けての取り組みについて
■ 職員の不祥事等に関する処分の在り方について
■ 本市の子どもの安全対策について
■ 生活保護と就労支援について
■ 保育園の老朽化問題について
■ 本市の高潮対策について

　高度経済成長の時代から成熟時代に入り、全てが右肩上
がりだった時代は終わりを告げ人口減少社会に突入しまし
た。支え合うバランスが変化する中、これまで分かち合えて
きた福祉をいかに維持していくのか、更なる選択と集中が
求められています。私はこれからを生きる世代の一人として、
未来に責任を負い、いつまでも持続する豊橋を目指します。
　　　　　　　　　　　　豊橋市議会議員　中村　竜彦

後援会事務所
〒441－8154 
豊橋市西高師町字沢向117
ＴＥＬ  ０５３２－３８－０２９１　
FAX  ０５３２－47－2648

（平成27年3月29日開設）

▼入会者

３つの方針　～持続する豊橋への政策～
１.議会改革（透明性の確保、議員提案の推進）

２.自主財源の確保（産業振興と仕分けを徹底）

３.少子高齢対策（保育の充実と高齢者の生きがい創り）

※その他、自治会等と協力して地元の環境整備に取り組んでいます。
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家　　   族 芦原町に妻、息子（7歳）、娘（3歳）と4人暮らし

http://tatsuhiko.jp

〈１.議会改革〉

■ のんほいパークの改革に尽力。
　 ・駐車場有料化の実現、しかも来場者増加。遊園地遊具低料金
　　化・乗り放題券の実現。有料餌やり体験の導入。（２期目）

■ “水の展示館”の廃止。
　 ・来場者が伸び悩む水の展示館を予算・決算委員会で追及し、
　　  廃止に導く。事業仕分けは本来、議会の仕事！（２期目）

〈2.自主財源の確保〉

■ あしはら保育園の大規模改修。
　  ・園庭の拡張と保育室の増築。（１期目）
　  ・給食リフトの新設と乳児室の増築（２期目）

〈3.少子高齢対策〉
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